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はじめに 

本機を使い始める前に知っておいていただきたい事項について説明し 
ます。 






I マ三ユアル中の表記 


本書では次のような記号を使用しています。 


安全に関する記号 


A 

趣出 
酉口 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡 
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 


A 

注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害 
を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生 
が想定される内容を示しています。 


—般情報に関する記号 


作 

制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 



参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

本書とは別のマニュアルを示します。 

例）『梱包品の確認』：本機に添付の『梱包品の確認』を示 
します。 



参照ページを示します。 
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few )+r Z | 


操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

[) で囲んだ マークはキーポー ド上の キーを 表します。 

□は Enter キーを表します。また、 [ ITl はのことで 
す。このように必要な部分のみを記載しているため、キー 
トップに印字された文字とは異なる場合があります。 

十の前のキーを押したまま十の後のキーを押します。 

この例では、 [ Ctrl 」 を押したまま 丨 Z 丨を押します。 


名称の表記 


本書では、本機で使用する製品の名称を次のように表記しています。 


HDD 

FDD 

光ディスクメディア 
光ディスクドライブ 
メモリカード 


ハードディスクドライブ 

フロッピーディスクドライブ 

CD メディア、 DVD メディアなど 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモリースティック、マルチメディアカード、 SD メモリーカード 

纖称 
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使い始めるまでの準備 


本機の各部の名称と動き、接続方法について説明します。 





►ご使用前の確認事項 


貼付 シールの 確認 

本機には、製品情報が記載された次のシールが貼られています。本機をご使用 
の前に、シールが貼られていることを確認してください。シールは絶対にはが 
さないでください。 

• お問い合わせ情報シール 

お問い合わせ情報シールには、型番や製造番号が記載されています。当社に 
サポート.サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これらの番号 
が必要です。 

お問い合わせ情報シールに記載されている製造番号は、『サポート•サービ 
スのご案内』（別冊）の表紙に書き写しておいてください。 


お問い合わせ 
情報シール 



サボート • サービスのご案内 

『サポート.サービスのご案内』には、当社のサポートやサービスの内容が詳 
しく記載されています。 

困ったときや、万一の場合に備えてお読みいただくことをおすすめします。 
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I 各部の名称と働き 1 


►正面 • 左側面 



c: d: e: f: g: h: 


a: LCD ユニッ ト 

LCD 画面や LCD ラッチを含めた画 
面部分の総称です。 

b: LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示し 
ます。 

c: USB コネクタ• ベゾ : 

USB 対応機器を接続します。 

d : 通風孔 

コンピュータ内部で発生する熱を 
逃がします。 
e: 光ディスクドライブ 

CD - ROM などの光デイスクメデイ 
アの読み込みを行います。 


f： 光ディスクドライブアクセスランプ 

メディアへのアクセス中に点灯•点 
滅します。 

g： イジエクトポタン 

光ディスクドライブのディスクト 
レイを開けるときに押します。 
h: イジ エク ト ホール 

光ディスクドライブのディスクト 
レイが開かなくなった場合に使用 
します。 
i: LCD ラッチ 

LCD ユニットを開くときにスライ 
ドします。 
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各部の名称と働き 


タッチパッド/キーポード 



a: 内蔵ステレオ スピーカ 

警告音（ビープ音）や音声などを鳴 
らします。 
b: クリックポタン 

マウスの 左右ボタンに相当します。 


c: タッチパッド 

指を軽く乗せて操作することによ 
り、画面上のポインタを操作しま 
す。 

d: キーボード 

文字の入力やアプリケーシヨンの 
操作などを行います。 


制限 


Linux では、 丨 Fn1 +「F1 1~( F 12 ] の機能は使用できません。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


インスタントキー/ステータス表示ランプ 



a : Caps し ock フンプ0 

Caps Lock キ'一の設定状態を表示し 
ます。緑色に点灯しているときは、 
アルファべットの大文字を入力す 
ることができます。 
b : NumLock ランプ fl 

NumLock キ'—の設定状態を表示しま 
す。緑色に点灯しているときは、数 
値キーモー ドに設定されています。 
c : アクセスランプ0 

HDD や光ディスクドライブアクセ 
ス中に緑色に点灯します。 
d : 無線 LAN 状態ランプ( ( : 》 

無線 LAN が ON のときに点灯します。 
( Linux では動作しません） 
e : メール 着信ランプ0 

「 Outlook Express 」 または「 Outlook 」 
使用時に、受信トレイに未開封メー 
ルがあると緑色に点灯します。 
( Linux では動作しません） 


f ： インフオメーシヨンキ _P 

インフオメ'ー シヨ ンメニュ '一を起 
動します。 

( Linux では動作しません） 

g ： インターネット キー^ 

「 Internet Explorer 」 を起動します。 
( Linux では動作しません） 

h : メ_ルキ_ 

「 Outlook Express 」 を起動します。 
( Linux では動作しません） 
i : タッチパッドキー □/>< 

タ ッチパッ ドの ON / OFF を切り替え 
ます。キーを押すたびに、 ON/OFF 
が切り替わります。 

( Linux では動作しません） 

i ： 電源スイッチ (!） 

本機の電源を入れます。 

電源を切るには、 Linux 上から行いま 
す。 


作 

制限 


アクセスランプが点灯しているときに本機の電源を切ったり、再起動したりしな 
いでください。データが破損するおそれがあります。 
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各部の名称と働き 


►前面 



a : メモリカードス□ツト D mcsd 

.MS/PRO 

メモリカー ドの読み込みや書き込 
みなどを行います。 

( Linux では動作しません） 


b: 電源ランプ© 

電源状態を示します。 

C： バツテリ充電ランプ0 

バッテリの充電状態を示します。 
オレンジ色点灯：充電中 
消灯：満充電 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►右側面 


a : b : e : 日: 



a : PC 力ードス□ットこ？ 

PC Card Standard 規格準拠の PC カー 
ドをセットします。 

( Linux では動作しません） 
b : PC カードイジエクトポタン 

PC カードを取り出すときに押しま 
す。 

C ： へッドフォン出カコネクタ〇 

スピーカ、ヘッドホンなどを接続し 
ます。 

d : マイク入カコネクタ@ 

マイクを接続します。 


e : USB コネクタ•ベ J 

USB 対応機器を接続します。 

f ： VGA コネクタ〇 

外付けディスプレイ（アナログタイ 
プ）を接続します。 

g : EEE 1394コネクタ 7354 

IEEE 1394 機器を接続します （4 ピ 
ン) 。 

h : LAN コネクタ品 

ネットワークと接続します。 


►背面 



a : AC アダプタコネクタ^ 

付属の AC アグプタを接続します。 


b : セキュリティ□ックス□ット Q 

市販の盗難抑止用ケーブル（ワイ 
ヤー）を取り付けます。 
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各部の名称と働き 


卜底面 



a : バッテリパック 

付属のバッテリパックを装着します。 

b : 通風孔 

コンピュータ内部に外気を取り入 
れます。 


c : リセットホール 

コンピュータを強制終了させると 
きに使用します。 


* 本書中の本機イラストは、バッテリパックに標準バッテリ (2400 mAh ) を搭 
載したモデルを使用しています。 
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I コンピュータの設置 


本機を使用できる状態にするために、バッテリパックを装着したり、 AC アダプ 
夕を接続したりする手順を説明します。 



設置における注意 


A 

注意 


«ひざの上で長時間使用しないでください。本機底面が熱くなり、低温火傷の 
原因となります。 

春不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないでください。落 
ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

• 本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、 
火災の危険があります。設置の際は次の点を守ってください。 

• 押し入れや本箱などの風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅうたんや布団の上には設置しない。 

• 毛布やテーブルク□スのような布をかけない。 


各種コードやバッテリパック装着時の注意 


A 

警告 


• ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となります。 
«電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となりま 
す。家庭用電源コンセント（交流100 V )から電源を直接取ってください。 

拳電源プラグを取り扱う際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火 
災の原因となります。 

• 電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

• 電源プラグは刃の先まで確実に差し込む。 


A 

注意 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている以外の配線をしないで 
ください。配線を誤ると、火災の危険があります。 
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コンピュータの設置 


設置する 


1 本機を設置場所（机などの丈夫で水平な台の上）に置きます。 

側面の通風孔をふさがないようにしてください。 



パッテリパックを取り付ける 

2 パッテリパックを取り付けます。 

(1) 本機の底面部を上にして置きます。 

(2) 底面右側のラッチを□ック解除位置 （ tf ) までスライドさせます。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


(3) 下図のとおりバッテリパックを本機にあわせます。 

(4) バッテリパックを本体の方向に「カチッ」と音がするまで押し込みます。 

バッテリパックが固定されます。 


コネクタ 




出荷時にバッテリパックは満充電状態ではありません。本機をバッテリパック 
だけで使用する場合は、使用前に充電が必要です。 
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コンピュータの設置 


ネットワークへ接続する 

3 ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、市販の LAN ケーブルでネッ 
トワークと接続します。 

市販の LAN ケーブルを LAN コネクタ（品）に「カチッ」と音がするまで差し 
込みます。 

接続方法は、通信サー ビス 会社やプロバイダから提供された マニュアルをご 
覧ください。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


AC アダプタを接続する 

本機を持ち運ぶ必要がない場合は、通常 AC アダプタを接続して使用します。 

4 AC アダプタをコンピュータと家庭用電源コンセントに接続します。 

(1) AC アダプタのプラグ部を本機背面の AC アダプタコネクタ（^)に接続し 
ます。 

プラグ端子部が見えなくなり、「カチッ」と音がするまでしっかりと押 
し込みます。 

(2) 電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 
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コンピュータの設置 


LCD ユニッ トを開ける 

5 前面の LCD ラッチを右側にスライドさせて、 LCD ユニットを開きます。 

LCD ユニットは、見やすい角度に調節してください。 

LC □ラッチ 




これでコンピュータの設置は完了です。 
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システムの拡張 


アップグレードサービスや本機に接続できる装置について説明します。 






I 拡張できる装置 


本機内部では、メモリモジュール （ SODIMM 、 以降メモリ）を増設•交換して、 
機能を拡張することができます。 



メモリス □ット 

本機には、メモリスロットが底面に2本用意されています。最大 2 GB のメモリを 
搭載できます。 
r ^ P -23 「メモリの装着」 


ft 

制限 


本機は、メモリ以外の機能を拡張することはできません。 


アップグレードサービス 

当社ではコンピュータ本体をお預かりして装置の増設.交換を行うアップグ 
レー ドサービスを有償で行っています。 

本機では次の装置のアップグレードサービスを利用できます。 

籲メモリ ：増設•交換 

• 内蔵 HDD :交換 

春光ディスクドライブ：交換 

アツプグレードサービスをご希望の場合は、カスタマーサービスセンターにご 
相談ください。カスタマーサービスセンターの連絡先は、『サポート•サービ 
スのご案内』（別冊）をご覧ください。 


ご自身での装置の増設•交換（メモリを除く）は、故障の原因となりますので 
行わないでください。 

















I メモリの装着 


本機で使用可能なメモリ の 仕様と、取り付け方法に ついて 説明します。 

►メモリの仕様 


本機底面には、メモリスロットが2つあり、メモリを増設•交換することによ 
り最大 2 GB まで拡張できます。 

本機で使用可能なメモリは、次のとおりです。 

• PC 2-4200 SODIMM ( DDR 2-533 SDRAM 使用） 

• メモリ容量 256 MB 、512 MB 、 1 024 MB 

• Non ECC 

• 200ピン 

• CL =5 


最新メモリ情報 


今後、新しいメモリを取り扱う場合があります。 

本機で使用可能な最新のメモリは、当社 ホームページで ご確認ください。 
ホームページの ア ドレスは 次のとおりです。 

http://epsondirect.jp/ 
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メモリの装着 


►作業時の注意 _ 

メモリの増設、交換をする場合は、次の点に注意してください。 


A 

警告 


«メモリの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントから抜き、本機 
からバッテリを取り外してください。感電や火傷の原因となります。 

«マニュアルで指示されている以外の分解や改造はしないでください。けがや 
感電•火災の原因となります。 


A 

注意 


• メモリの増設 • 交換は本機の内部が高温になっているときには行わないでく 
ださい。火傷の危険があります。作業は電源を切って10分以上待ち、本機の 
内部が十分冷めてから行ってください。 

«不安定な場所（ぐらついた机の上や、傾いた所など）で、作業をしないでく 
ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 


制限 


• 作業を行う前に金属製のものに触れて静電気を逃がしてください。メモリや 
本機に静電気が流れると、基板上の部品が破損するおそれがあります。 

春本機内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

拳メモリを持つときは、メモリの端子部や素子に触れないでください。メモリ 
の破損や接触不良による誤動作の原因になります。 

參装着する方向を間違えないでください。メモリが抜けなくなるなど故障の原 
因になります。 

春メモリを落とさないように注意してください。強い衝撃が、破損の原因にな 
ります。 

* メモリの着脱は、頻繁に行わないでください。必要以上に着脱を繰り返すと、 
端子部などに負担がかかり、故障の原因になります。 
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第 2 章システムの拡張 


►メモリの増設•交換 

メモリの増設_交換の手順は次のとおりです。 

メモリの取り付け 

I メモリカードスロツトにダミーカードがセツトされている場合は、カードを 
取り外します。 

2 コンピュータの電源が入っている場合は、電源を切ります。 

コンピュータ内部が冷えるまで、10分以上放置してください。 

3 コンピュータに接続しているケーブル類 （ AC アダプタなど）を、すべて外 
します。 

4本機の底面を上にして置き、パツテリを取り外します。 

5 底面のネジ （3 本）を外します。 
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メモリの装着 


6底面のカバーを取り外します。 

(1) 底面のカバーを本体前面側に 5 mm ほどスライドさせます。 

(2) 底面のカバーを上に持ち上げ、外します。 




ここでは、 メモリスロッ ト2に メモリ を取り付ける手順を記載します。 
メモリスロット 1でも、手順は同じです。 

8増設するメモリを静電気防止袋から取り出します。 

メモリの端子部や素子に触れないように持ちます。 


端子部 
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素子 





第 2 章システムの拡張 


9 メモリを、メモリスロット 2 に差し込みます。 

メモリの切り欠きをメモリ スロッ トの突起にあわせ、メモリを約30度の角度 
でメモリ スロッ トに差し込みます。 



10 メモリを静かに倒します。 

「カチッ」と音がしてメモリが両側の固定タブに固定されます。 

固定タブ 
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メモリの装着 


11 底面のカバーを取り付けます。 

(1) 底面カバーのパッテリ側のツメ （5 力所）を本体のツメ穴に合わせます。 

(2) 底面カバーの左右のツメと本体のツメ穴に合わせます。 



(3) 底面のカバーのパッテリ側のツメを、本体のツメ穴に押し込むようにして、 
カバ’一をスライドさせます。 

底面のカパー右側にある印と本体の印を合わせてください。 


印を合わせる 



12 ネジ （3 本）で固定します。 

13 本機の底面を下にして置きます。 
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第 2 章システムの拡張 


14 コンピュータを使用できるように、取り外したパッテリと、ケーブル類をも 
とに戻します。 

15 手順1で取り外したダミーカードをメモリカードスロットに挿入します。 

続けて P .30 「メモリの増設 • 交換後の作業」を行います。 

メモリの取り外し 

メモリの取り外しは、 P .25 「メモリの取り付け」の手順8〜10を次の手順 
に読み替えて行ってください。 


1 メモリを両側で固定している固定タブを外側に広げます。 

メモリが起き上がります。 



2 起き上がったメモリの両端を持って静かに引き抜きます。 

取り外したメモリは静電防止袋に入れて保管してください。 
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メモリの装着 


►メモリの増設 • 交換後の作業 


メモリの増設_交換をしたら、メモリが正しく取り付けられているかどうか、 
必ずメモリの容量を確認します。 

メモリ容量の確認方法は次のとおりです。 

1 コンピュータの電源を入れたら、 [ TTl を押して 、 「BIOS Setup ユーティリ 
ティ」を起動します。 

IP^l p .33 「 BIOS Setup ューティリティの起動」 

2 「 Main 」 メニュー画面一 「System Memory 」 で総メモリ容量を確認します。 

総メモリ容量が正しく表示されない場合は、メモリが正しく取り付けられて 
いないことが考えられます。すぐに電源を切り、正しく取り付けなおしてく 
ださい。 



総メモリ容量の表示 

本機では、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。そのため、 
メインメモリからビデオメモリを引いた数値が表示されます。 

ビデオメモリの容量は、メインメモリの搭載容量によって変わります。メイン 
メモリの搭載容量に対するビデオメモリの容量は次のとおりです。 


メインメモリ 

ビデオメモリ 

256 MB 

32 MB 

512 MB 

64 MB 

1024 MB 

128 MB 

2048 MB 

128 MB 
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B 旧 S の設定 

本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更する 
方法について説明します。 






| B | OS の設定を始める前に 


ft 

制限 


BIOS は、コンピュータの基本状態を管理しているプログラムです。このプログ 
ラムは、メインボード上に ROM として搭載されています。 

BIOS の設定は 、 「BIOS Setup ューティリティ」で変更できますが、購入時のシ 
ステム構成にあわせて最適に設定されているため、通常は変更する必要はあり 
ません。 BIOS の設定を変更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
* パスワードを設定する場合 

BIOS の設定値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。設定値をよく確認してから変更を行ってください。 

BIOS Setup ューティリティで変更した内容は 、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメ 
モリ領域に保存されます。このメモリはリチウム電池によってバックアップさ 
れているため、本機の電源を切ったり、再起動しても消去されることはありま 
せん。 



リチウム電池の寿命 


BIOS Setup ユーティリティの内容は、リチウム電池で保持しています。リチウ 
ム電池は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますが、 AC アダ 
プタ、およびパッテリからの電源供給が全くない場合、寿命は約5年です。日 
付や時間が異常になったり、設定した値が変わってしまうことが頻発するよう 
な場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。 

そのような場合は、カスタ マーサー ビスセンターまでご連絡ください。 


当社製以外の BIOS を使用すると、 Linux が正常に動作しなくなる場合がありま 
す。 当ネ十製以外の BIOS へのアップグレードは絶対に行わないでください。 


動作が不安定になったら 

設定値を変更して本機の動作が不安定になった場合は、次の方法で設定値を戻 
すことができます。 

• 購入時の設定と変更後の設定をあらかじめ記録しておき、手動で戻す。 

万一に備え、設定値を記録しておくことをおすすめします。 
p .48 「BIOS Setup ユーテイリテイの設定値」 

• 初期値や前回保存した設定値に戻す0 
F3 P.37 「設定値を元に戻すには」 
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| BIOS Setup 三■テイリテイの操作 


►BIOS Setup ユーテイリテイの起動 


本機の電源を入れる前に、キーボードの | F 2] の位置を確認してください。手 
順2では、すばやく [_ F 2 丨を押す必要があります。 


1 本機の電源を入れます。 

すでに Linux が起動している場合は再起動します。 

2 本機の起動直後、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示されたら、すぐに 
キーポードのを押します。 

Linux が起動してしまつた場合は、再起動して手順2をもう一度実行してくだ 
さぃ。 

3 「BIOS Setup ユーティリティ」が起動して 「 Main 」 メニュー画面が表示さ 
れます。 



V02.59 (C)Copyright 1985-2005, 


BIOS Setup ユーテイリテイ（イメージ ) 


仕様が前回と異なるとき 

本機の状態が、前回使用していたときと異なる場合には、本機の電源を入れた 
ときに次のメッセージが表示されます。 


Press h I to continue, F2 to enter SETUP 


このメツセージが表示されたら [ F2 丨を押して BIOS Setup ユーティリティを起 
動します。通常はそのまま 「Save Changes and Exit 」 を実行して BIOS Setup ユー 
ティリティを終了します。 

p .41 「BIOS Setup ユーティリティの終了」 
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BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


► BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


画面の構成 


「BIOS Setup ユーティリティ」の操作は、キーボードで行います。 


BIOS セットアップユーティリティを起動すると、次の画面が表示されます。 
この画面で設定値を変更することができます。 


処理メニュー 


設定項目 
設定値— 


BIOS SETUP UTIUTY 



v02.59 (C)Copyright 1985-2005, American Magatrends, 



< メニュー画面 > 


ここで説明に使用している画面はイメージです。実際の設定項目とは異なりま 
す。実際の各メニュー画面と設定項目の説明は P-42 「BIOS Setup ユーティ 
リティの設定項目」をご覧ください。 
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第 3 章 BIOS の設定 


画面の操作方法 


BIOS Setup ューテイリテイの操作方法は、次のとおりです。 

1 処理 メニューで 設定を変更したい項目のある メニュー 画面に移動し、設定項 
目を選択します。 

[ - ► J [◄ - J でメニュー間を移動します。 

m rn で設定値を変更したい項目まで移動します。 


処理メニュ - 


BIOS SETUP UTILITY 

iBootm^i 


設定項目を選択 —— 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


► Boot Device Priority 


Wake-Up On LAN 




F10 

ESC 


Select Screen 
Select Item 
General Help 
Load Defaults 
Save and Exit 
Exit 


(C)Copyright 1985-2005,, 


< ►のある項目の場合 > 

►のある項目の場合、 rrn を押すとサブメニュー画面が表示されます。 
mm で設定値を変更したい項目まで移動します。 


BIOS SETUP UTILITY 

Boot I 


2nd Boot Device 
3rd Boot Device 


[CD/DVD] 
[Hard Drive] 


Specifies the boot 
sequence from the 
available devices. 

A device enclosed in 
parenthes is has been 
disabled in the 
corresponding type 


Select Screen 
tl Select Item 

FI General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


V02.59 (C)Copyright 1985-2005,, 


< サブメニュー画面 > 


サブメニュー画面から戻るには [_ Esc 1を押します。 
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BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


2設定値を変更します。 

nr ~ i を押して選択ウインドウを表示し 、 nn m で値を選択し、 rrn で 
決定します。 



選択ウィンドウ 


(C)Copyright 1985-2005, American Magatrends, Inc 


キー操作一覧 

BIOS の画面を操作するときは、次のキーを使用します。 


_キ_ 

m，m 


操作できる内容 

設定を変更する項目を選択します。 




+CZDO 

+r + ) (uiP 


処理メニューを選択します。 


項目の値を変更します。 


* メニュー画面中の►の付いている項目で押すとサ 
ブメニュー画面を表示します。 


• 選択項目の選択ウィンドウを表示します。 


「 Es<0 


F 7 


* 設定値を選択します。 

* 変更した内容を破棄し、終了します。 

• サブメニュー画面からメニュー画面に戻ります。 

変更した設定値を前回保存した設定値に変更します。 


CF 9 - ! 全設定項目の値を初期値に変更します。 


(TiFl 変更した設定値を保存して終了します。 
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第 3 章 BIOS の設定 


►設定値を元に戻すには 


「BIOS Setup ュー ティ リ ティ」 の設定を間違えてしまい、万一本機の動作が不安 
定になってしまった場合などには 、 BIOS Setup ュー ティ リ ティの 設定を初期値 
や前回保存した値に戻すことができます。 

Load Optimal Defaults (初期値に戻す） 

BIOS Setup ュー ティリ ティの 設定を 、 BIOS の 初期値に戻します。 

1 ( F 9 ] を押す' または 「 Exit 」 メニュー 画面一 「Load Optimal Defaults 」 
を選択すると次のメッセージが表示されます。 

Load Optimal Defaults ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ok] を選択して rm を押します。 

Discard Changes (前回保存した設定値に戻す） 

BIOS Setup ューティリティを終了せずに、前回保存した設定値に戻します。 

1 [ F7 ] を押す、または 「 Exit 」 メニュー画面一 「Discard Changes 」 を選 
択すると、次のメッセージが表示されます。 

Discard Cnanges ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ ok ] を選択して rm を押します。 
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BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


卜 Password の設定 


パスワードを設定することで、本機を使用するユーザーを限定することができ 
ます。 Linux 起動時や 「BIOS Setup ユーティリティ」起動時にパスワードの入力 
を要求し、正しいパスワード入力が行われないと本機を使用することができま 
せん。 

パスワードの設定は、 「 Security 」 メニュー画面にある Password に関する設定項 
目で行います。 

p .44 「 Security メニュー画面」 


パスワードの種類 


パスワードには、次の2種類があります。 

• Supervisor Password (管理者パスワード） 

コンピュータの管理者用のパスワードです。管理者パスワードで BIOS に口 
グインした場合、 BIOS のすベての項目を変更することができます。 

• User Password (ユーザーパスワード） 

そのほかの ユーザー 用のパスワ ー ドです。 ユーザー パスワ ー ドに BIOS に口 
グインした際の制限を設定することができます。 


アクセス制限の設定 

管理者パスワードで BIOS にログインすると、アクセス制限の種類や HDD へのア 
クセス制限を設定することができます。 

アクセス制限の種類 

アクセス制限には次の2種類があります。 

• Setup 

BIOS へのアクセスを制限します。 BIOS 起動時にパスワード入力が要求され 
ます。 

• Always 

BIOS 、 Linux へのアクセスを制限します。 BIOS 起動時と Linux 起動時にパス 
ワード入力が要求されます。 

了 クセス制限の選択は、 p .44 「Security メニュー画面」一 「Password 
Check 」 で行います。 

HDD への アクセス制限 

管理者パスワードを設定すると、 HDD へのアクセス制限を設定することができ 
ます。 HDD へのアクセス制限を行った HDD は、ほかのコンピュータに接続して 
も認識されなくなります。 HDD にアクセスするには、 BIOS 起動時と Linux 起動 
時からの復帰時にパスワードの入力が必要です。 

HDD へのアクセス制限の設定は 、 FWi p .44 「 Security メニュー画面」一 「Hard 
Disk Protection 」 で行います。 
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第 3 章 BIOS の設定 


ft 

制限 


パスワード入力時の注意 

パスワード入力時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえば、 
数値キー入カモードでパスワードを設定し、起動時に数値キー入カモードでは 
ない状態でパスワードを入力するとエラーになります。 

管理者パスワードおよび、ユーザーパスワードの設定 • 変更 

管理者パスワードおよびユーザーパスワードを設定すると 、 BIOS Setup ユー 
ティリティや Linux 起動時にパスワード入力を要求します。 


パスワードを忘れてしまうと、アクセス制限を設定した HDD は使用できなくな 
ります。 

登録したパスワードは絶対に忘れないようにしてください。 


1 ^ 

制限 


設定したパスワードは、絶対に忘れないようにしてください。パスワードを忘れ 
ると、 BIOS の設定変更や、設定によっては Linux の起動ができなくなります。 
万一、 パスワードを忘れた場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい0 


ユーザーパスワードは、管理者パスワードを設定すると、設定できるようにな 
ります。 

管理者パスワードおよび、ユーザーパスワードの設定.変更方法は次のとおり 
です。 


1 「Change Supervisor Password 」 または 「Change User Password 」 
を選択して GD を押すと、次のメッセージが表示されます。 


Enter New Password 


2 パスワードを入力し、 r ^ n を押します。 

「*」が表示されない文字は、パスワードとして使用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは8文字まで入力可 
能です。 

3 続いて次のメッセージが表示されます。確認のためにもう一度同じパスワー 
ドを入力し、 G ^ n を押します。 


Confirm New Password 


同じパスワ^ー ドを入力しないと 、 「Passwords do not match !」というメッセー 
ジが表示されます。 [ Ok ] が選択された状態でを押すと、 BIOS のメ 
ニュー画面に戻ります。この場合、手順1からやり直してください。 
























BIOS Setup ユーテイ リ テイの 操作 


4 「Password installed 」 というメッセージが表示されたら、 [ Ok ] が選択 
された状態で rm を押します。 

パスワードの設定が完了すると、 「Supervisor Password 」 または 「User Password 」 
項目の値が 「 Installed 」 に変わります。 

管理者パスワードの削除 

管理者パスワードを削除する場合は 、 BIOS Setup ユーティリティ起動時に管理 
者パスワードを入力してください。 

1 「Change Supervisor Password 」 を選択してし1を押すと、次のメッ 
セージが表示されます。 


Enter New Password 


2 何も入力せずにを押すと、次のメッセージが表示されます。 


Password uninstalled. 
[Ok] 


3 rokj が選択された状態で^)を押します。 

r Supervisor Password ] 項目の表示が 「Not Installed 」 に変わります。これでパ 
スワードが削除されました。 

管理者パスワードを削除すると、ユーザーパスワードも削除されます。 

ユーザーパスワードの削除 

ユーザー パ スワー ドのみの削除方法は次のとおりです。 

1 「Clear User Password 」 を選択して、 ( „J ) を押すと、次のメッセージが 
表爪されます。 


Clear User Password ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を選択して、を押します。 

「User Password 」 項目の表示が 「Not Installed 」 に変わります 0 
これで、 ユーザー パスワードが削除されました。 
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第 3 章 BIOS の設定 


►BIOS Setup ユーテイリテイの終了 


「BIOS Setup ューティリティ」を終了するには、次の2つの方法があります。 

Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了する） 

変更した設定値を保存して、 BIOS Setup ューティリティを終了します。 

1 (Fio ) を 押す、 または 「 Exit 」 メニュー 画面— 「Save Changes and Exit 」 
を 選択す ると 次の メッセージが 表示され ます。 

Save configuration changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を選択し、^)を押します。 

Discard Changes and Exit (変更した内容を破棄し終了する） 

変更した設定値を保存せずに、 BIOS Setup ューティリティを終了します。 

1 (Esc ) を押す、または 「 Exit 」 メニュー 画面— 「Discard Changes and 
Exit 」 を選択すると次の メッセージが 表示されます。 

Discard changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 tow を選択し、を押します。 
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| BlOSSetupi— テ i リテイの設定項目 


ここでは、 BIOS Setup ューティリティで設定できる項目と、設定方法などについて説明します。 BIOS 
Setup ューティリティのメニュー画面には、次の6つのメニューがあります。 

• Main メニュー画面 

日付、時間などの設定を行います。 

• Advanced メニュー画面 

IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を行います。 

春 Security メニュー画面 

パスワードに関する設定や、メインボード上のデバイスに関する設定を行います。 

參 Power メニュー画面 

バツテリのリフレツシュを行います。 

參巳 0 ot メニュー画面 

システムを起動するドライブの設定を行います。 

參 Exit メニュー画面 

BIOS Setup ューティリティを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 

► Main メニュー画面 


r Main J メニュー画面では、日付、時間などの設定を行います。 
設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


AMI BIOS 

*Version 

本機に搭載されている BIOS のバージョンを表示します。 

Processor 

*Type 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動的に表示します。 

Speed 

本機に搭載されている CPU の周波数を自動的に表示します。 

System Memorv 

*Size 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

System Time 

時刻を設定します。（時：分：秒）の順で表示されています。 

System Date 

日付を設定します。（曜日月/日/年）の順で表示されています。 
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第 3 章 BIOS の設定 


►Advanced メニュー画面 _ 

「 Advanced 」 メニュー画面では、 IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を 


行います。 

設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


iDE Coniiguration 

IDE 装置の設定を表 
示します。 

Primary IDE Master / 
Secondary IDE Master 

接続している IDE 装置について、以下の項目をサブメ 
ニューに表不します。 

表示される項目は IDE 装置によって異なります。 


^Device 

IDE 装置の機器の名称を表示します。 


^Vendor 

IDE 装置の型番を表示します。 


*Size 

HDD の容量を表示します。 


*LBA Mode 

LBA (Logical Block Addressing ) をサポートしているかど 
うかを表示します。 


*Block Mode 

度に何セクタ転送できるかを表示します。 


*PIO Mode 

IDE 装置の転送モ^ー ドを表示します。 


*Async DMA 

IDE 装置の DMA 転送モ^ー ドとチヤンネルを表示します。 


*Ultra DMA 

Ultra DMA 対応装置の転送モ'ードとチヤンネルを表示します。 


* S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . l . (Self Monitoring Analysis and Reporting 
Technology ) をサポートしているかどうかを表示します。 


Type 

ドライブの仕様を設定します。 

初期値 [ Auto ] のまま使用します。 


LBA / Large Mode 

LBA (Logical Block Addressing ) を使用するかどうかを表 
示します。 

Disabled :使用しません。 

Auto : LBA を使用します。 


Block ( Multi-Sector 
Transier ノ 

一度に何セクタ転送できるかを表示します。 

Disabled :使用しません。 

Auto : BIOS が自動的に最適な速度に設定します。 


PIO Mode 

ドライブの転送モード ( PIO ) を設定します。 

Auto : BIOS が自動的に最適な転送モードを設定します。 

0/1/2/3/4 :転送モ'ードを設定します。 


DMA Mode 

ドライブの DMA 転送モ^ー ドを設定します。 

Auto : BIOS が自動的に最適な転送モードを設定します。 

SWDMAO / SWDMA 1/ SWDMA 2 / MWDMAO / MWDMA 1/ 

MWDMA 2 / UDMAO / UDMA 1/ UDMA 2/ UDMA 3/ UDMA 4/ UDMA 5 


S . M . A . R.T 

初期値 [ Auto ] のまま使用します。 


32 Bit Data Transfer 

初期値 [ Enabled ] のまま使用します。 

mtemal Pointing Device 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定します。 
Enabled :タッチパッドを使用します。 

Disabled :タッチパッドを使用しません。 
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exchange tn & Ctrl Key 

キーボードの左下側にある と、その隣にある （ Ctrl ) 

の機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Enabled : と （Ctrl ) の機能を入れ替えます。 

Disabled : と （Ctrl ) の機能を入れ替えません。 

Exchange R-Alt & Win APP Key 

キーボードの右下側にある 丨 Alt 1 と、その隣にある 丨 HJ 
の機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Enabled : [ Alt ) と [CU ) の機能を入れ替えます。 

Disabled : ( Alt ) と [CU ) の機能を入れ替えません。 


►Security メニュー画面 


「 Security 」 メニュ 1 —画面では、パスワ'—ドに関する設定や、メインボ'ード上のデパイスに関する設定を 
行います。パスワードの設定方法は、 p .38「 Password の設定」をご覧ください。 

設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


Supervisor Password/User Password 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）と UserPassword (ユー 
ザーパスワード）が設定されているかどうかを表示します。 

Not Installed :パスワードが設定されていません。 

Installed :パスワードが設定されています。 

Change Supervisor Password 

r Supervisor Password 」 （管理者パスワード）を設定します。 
BIOS Setup ユーティリティや Linux 起動時にパスワード入 
力を!^求'! ^ 

( ^ ) を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

User Access Level 

「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。 「 UserPassword 」 （ユー 
ザーパスワード）を入力したユーザーが BIOS Setup ユー 
ティリティにアクセスすることを4段階で制限します。 

No Access : BIOS Setup ユーティリティを起動することがで 
きません。 

View Only : BIOS Setup ユーティリティを閲覧できますが、 
設定項目の変更はできません。 

Limited : BIOS Setup ユーティリティを閲覧できるほか 

に、一部の設定項目を変更できます。 

Full Access :管理者と同一の権利を許可します。 BIOS セッ 
トアップユーティリティのすべての項目を設 
定したり閲覧したりすることができます。 

Change User Password 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を設定します。 
「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります 。 BIOS Setup ユーティリティ起動時に 
パスワード入力を要求します。 

[ d 1を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

Clear User Password 

ユーザーパスワードを削除します。 

「 UserPassword 」 （ユ 1 —ザ'ーパスワ'ード）を設定すると表示 
されます。 

) を押すと、ユーザーパスワードの削除ウィンドウが 
表示されます。 
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Password ChecK 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。パスワード入力を要求す 
るタイミングを設定します。 

Setup : BIOS Setup ユーティリティ起動時にパスワード入 
力を要求します。 

Always : BIOS Setup ユーティリティや Linux 起動時にパス 
ワード入力を要求します。 

Boot Sector Virus Protection 

「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。 HDD のブートセクタ（システム領 
域）への書き込みを禁止するかどうかを設定します。 
Disabled :書き込みを許可します。 

Enabled :書き込みを禁止します。 

TPM Security 

※丁卩]^は Linux では動作しません。 

「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。セキュリティチップ （ TPM ) を使用 
するかどうかを設定します。 

Disabled :セキュリティチップを使用しません。 

Enabled :セキュリティチップを使用します。 

TPM Security Clear 

※丁卩]^は Linux では動作しません。 

「TPM Security 」 を 「 Enabled 」 に設定すると表示されます。 
セキュリティチップ （ TPM ) の設定を初期化（消去）しま 
す 0 

初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用す 
ることができなくなります。セキュリティチップの初期化 
は、充分に注意し、お客様の責任において行ってください。 

[ j 丨を押すと初期化確認ウィンドウが表示されます。 

I/O Interface Security 

データの盗難を防ぐ 
ために、インタ 
フェースの有効、無 
効を設定します。 

「 Suoervisor Password 」 
(管理者パスワード） 

を設定すると設定可 
能になります。 

AUDIO 

サウンド機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :サウンド機能の使用を可能にします。 

LOCKED :サウンド機能の使用を不可にします。 

LAN 

ネットワーク（有線 LAN ) 機能の使用を可能にするかどうか 
を設定します。 

UNLOCKED : LAN 機能の使用を可能にします„ 

LOCKED : LAN 機能の使用を不可にします。 

Optical Disk Drive 

光ディスクドライブ機能の使用を可能にするかどうかを設定 
します。 

UNLOCKED :光ディスクドライブ機能の使用を可能にします。 
LOCKED :光ディスクドライブ機能の使用を不可にします。 

PC Card / SD / MS / 

MMC / IEEE 1394 

※卩匸 カー ド 7 メモリ 
力' ー ドは Linux では 
動作しません。 

PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用を可能にするか 
どうかを設定します。 

UNLOCKED : PC カード/メモリカード / IEEE 1394機能の使用 
を可能にします。 

LOCKED : PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用 

を不可にします。 

USB/Wireless LAN 

※無線 LAN は Linux 
では動作しません。 

USB 機能および無線 LAN 機能の使用を可能にするかどうかを 
設定します。 

UNLOCKED : USB 機能および無線 LAN 機能の使用を可能に 
します。 

LOCKED : USB 機能および無線 LAN 機能の使用を不可に 

します。 
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Hard Disk Protection 


「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。 HDD へのアクセス制限の設定をしま 
す。アクセス制限を行った HDD は、ほかのコンピュータに接 
続しても認識されなくなります。 

HDD にアクセスするには、 BIOS 起動時にパスワードの入力が 
必要です。 

Disabled : HDD へのアクセスを制限しません。 

Enabled : HDD へのアクセスを制限します。 


► Power メニユー画面 


「 Power 」 メニュー画面では、バッテリのリフレッシュを行います。 
設定項目は、次のとおりです。 


Start Batterv Calibration 

(バッテリのリフレッシュの実行） 

パッテリのリフレッシュを行う場合に実行します。 

卜 Boot メニ 

ニュー画面 



「 Boot 」 メニュー画面では、システムを起動するドライブの設定を行います。 
設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


Boot Device Priority 

1 st Boot Device 

1 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

「 Removable Device 」 です。 

システムを起動する 
ドライブの順番を設 
定します。 

2 nd Boot Device 

2番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 「 CD / 
DVD 」 です 。 

3 rd Boot Device 

3番目に起動するドライブを設定します。初期値は 、 「Hard 
Drive 」 です。 


4 th Boot Device 

ネットワークから起動する場合に使用します。 「 Boot 」 メ 
ニュー画面 一 「 Onboard LAN Boot ROM 」 を「 Enabled 」 に 
設定すると表示されます。初期設定は 「 Network 」 です。 

Onboard LAN Boot ROM 

リモートブートを行う場合は 「 Enabled 」 に設定します。 
Disabled :無効にします。 

Enabled :有効にします。 

Wake-Up On LAN 

( LAN からの起動設定） 

電源切断時において、ネットワークからの信号により起動す 
るかどうかを設定します。この機能は、 Linux を正常に終了 
し、 AC アダプタを接続した状態でのみ使用可能です。 

Disabled :設定しません„ 

Enabled :設定します。 
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起動するドライブとは 

「Boot Device Priority 」 では、システムを起動するドライブの順番を設定しています。 

コンピュータが、 [1 st Boot Device ]、[2 nd ."] という順番でドライブを検出して、システムが見つかつ 
たドライブから起動します。起動するドライブの順番は、サブメニューに表示されるドライブの順番を 
入れ替えることで変更することができます。 

サブメニューに表示される項目は、次のとおりです（購入時のシステム構成により異なります)。 

•Removable Device :オプションの USB FDD など 
• CD/DVD :接続されている光ディスクドライブ 
•Hard Drive :接続されている HDD 

•Disabled :検出するドライブなどを割り付けないときに設定します 


►Exit メニュー画面 


「 Exit 」 メニュー画面では 、 BIOS Setup ユーテイリテイを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 
設定項目は、次のとおりです。 


Save Cnanges and _bxit 

変更した内容（設定値）を保存してから 、 BIOS Setup ユーティリティを終了 
します。 

Discard changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存せずに 、 BIOS Setup ユーティリティを終了し 
ます。 

Discard changes 

BIOS Setup ユーティリティを終了させずに、変更した設定値を前回保存した 
設定値に戻します。 

Load Optimal Defaults 

BIOS Setup ユーティリティの設定値を、 BIOS の初期設定値に戻します。 
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► BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Setup ユーティリティで設定を変更した場合は、変更内容を下表に記録しておくと便利です。購入 
時の設定は必ず記録してください。 

Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal Pointing Device 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange せ n & Ctrl Kev 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange R-Alt & Win APP Key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

* User Access Level 

No Access 

View Only 

No Access 

View Only 



Limited 

Full Access 

Limited 

Full Access 

* Password Check 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

* Boot Sector Virus Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

氺 TPM Security 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

* I/O Interface 

AUDIO 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Security 

LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Optical Disk Drive 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


PC Card/SD/MS/ 

MMC/IEEE1394 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


USB/Wireless LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

* Hard Disk Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


* 「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると表示されます。 


Boot メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot Device 

Priority 

1st Boot Device 



2nd Boot Device 



3rd Boot Device 



4th Boot Device 



Onboard LAN Boot ROM 

Disaoled Enabled 

Disabled Enabled 

Wake-Up On LAN 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 
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付録 


お手入れ方法や HDD 領域の作成方法、仕様などについて説明します。 






I お手入れ 

►本機のお手入れ 


コンピュータ本体 

コンピュータ本体の外装の汚れは、柔らかい布に中性洗剤を適度に染み込ませ 
て、軽く拭き取ってください。 


ft 

制限 


ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないでください。変色や変形の可能性があ 
ります。 


LCD 画面 


LCD 画面は乾いた布やティッシュペーパーなどで拭いてください。水や洗剤な 
どは使わないでください。 



リチウム電池の交換 


BIOS Setup ユーティリティで設定した情報は、本機内部のリチウム電池によっ 
て保持されています。 

リチウム電池は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますが、 
AC アダプタ、およびバッテリからの電源供給が全くない場合、本機のリチウム 
電池の寿命は約5年です。 

日付や時間が異常になったり設定した値が変わってしまうことが頻発するよ 
うな場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。『サポート•サービスの 
ご案内』（別冊）をご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい。 
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I 機能仕様一覧 


CPU 

インテル Core 2 Duo プロセッサ 、 Core Duo プロセッサまたは Celeron M プロセッ 
サ 

BIOS 

AMI BIOS 

チップセット 

ATI RC 410 ME+ATI SB 450 

セキュリティチップ 

TPM 1.2 ( TPM は Linux では動作しません） 

メモリ 

メインメモリ 

PC 2-4200 SODIMM ( DDR 2-533 SDRAM ) を使用して最大 2048 MB まで搭 
載可能 

ビデオメモリ 

メインメモリより最大 128 MB を使用 

ビデオ 

コントローラ 

ATI RADEON XPRESS 200 M ( RC 410 ME ) 

画面表示 

液晶タイプ 

15型 XGA カラー液晶1024 X 768ピクセル True Color (32 ビット）* 1 

外部ディスプレイ接続 

1600 X 1200ピクセル 、 True Color (32 ビット） 

サウンドコントローラ 

ハイ•デフィニション.オーデイオ対応 Realtek 製 

キーボード 

日本語対応87キー、インスタントキー4個 
(インスタントキーは Linux では動作しません） 

ボインテイングデバイス 

タッチパッド 

記憶装置 

HDD 

1台内蔵 （2.5 型 IDE HDD ) 

光ディスクドライブ 

1台内蔵（種類は購入時の選択による） 

インタ 

フェース 

USB 

4 ( USB 2.0 対応） 

IEEE 1394 

1 (4 ピン） 

LAN 

1 ( RJ -45 1 00 Base - TX/l 0 Base-Tg 動認識） 

サウンド 

ステレオスピーカ、マイク入カコネクタ XI 、ヘッドフォン出カコネクタ XI 

VGA 

1(アナログ RGB ミニ D-SUB 15ピン） 

PC カードスロット 

1 Typell PC Card Standard 準拠 （ PC カードスロットは Linux では動作しません） 

メモリカードスロット 

1メモリースティック （ Pro 対応)、マルチメディアカード、 SD メモリーカード対応 
(メモリカードスロットは Linux では動作しません） 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ 

入力 AC 100 V 〜 240 V ±10%* 2 、1.5 A (50/60 Hz )、 出力 19 V 、3.42 A 、 

65 W 重量約 320 g (含電源コード） 

リチウムイオン 
ノくッテリノくック 

容量2400 mAh Li-ion 14.8 V 動作時間約1 .4 時間 ( Core 2 Duo 搭載時)、約1 .6 時 
間 （Core Duo 搭載時)、約 1.8 時間 （Celeron M 搭載時） JEITA * 3 測定方法 Verl.O 

容量8800 mAh Li-ion 14.8 V 動作時間約 4.2 時間 ( Core 2 Duo 搭載時)、約 4.7 時 
間 （Core Duo 搭載時)、約 5.3 時間 （ CeleronM 搭載時） JEITA * 3 測定方法 Verl.O 

温湿度条件 

温度：10〜 35° C 湿度： 20-80% (ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体：約332 ( 幅 ）X 287 (奥行 ）X 35.6 (高さ ） mm 

(突起部を除く、リチウムイォンパッテリパック2400 mAh 装着時） 

約332 (幅 ）X 323 (奥行 ）X 35.6 (高さ ） mm 

(突起部を除く、リチウムイオンパッテリパック8800 mAh 装着時） 

質量 

本体：約3.00 kg (リチウムイオンバッテリパック2400 mAh 装着時） 

約 3.45 kg (リチウムイオンバッテリパック8800 mAh 装着時） 

消費電力 

76.5 W (最大） /2.0 W (電源オフ時） 


グラフィックアクセラレータのディザリング機能により実現しています。 

* 2 標準添付されている電源コードは AC 100 V 用（日本仕様）です。本製品は国内専用ですので海外でお使いの場 
合は保証対象外となります。 

52 * 3 システム構成や使用環境により異なります。 
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使用限定について 

本製品は、 0 A 機器として使用されることを目的に開発•製造されたものです。 

本製品を航空機 • 列車 • 船舶 • 自動車などの運行に直接関わる装置 • 防災防犯装置 • 各種安全装置など 
機能 • 精度などにおいて高い信頼性 • 安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステ 
ム全体の信頼性および安全性維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システ 
ム全体の安全設計にご配慮頂いた上で本製品をご使用ください。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動 
システム などの極めて高い信頼性•安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、 こ 
れらの用途にはご使用にならないでください。 

本製品を日本国外へ持ち出す場合のご注意 

本製品は日本国内でご使用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修 
理 • 保守サービスおよび不具合などの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。ま 
た、日本国外では その 国の法律または規制により、本製品を使用できないこともあります。このような 
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いか 
ねますのでご了承ください。 


電波障害について 

この 装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCC . I ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。 この 装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、 この 装置がラジオやテレビジョン 
受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取 
り扱いをしてください。 

瞬時電圧低下について 

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合を生じることがあります。 

電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすすめします。（社団 
法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策規格に基づく表示） 

有寿命部品について 

当社のコンピュータには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、ハードディスク、冷却用ファンなど）が含 
まれています。 

有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や条件により異なりますが、本製品を通常使用した場合、1 
日約8時間、1ヶ月で25日間のご使用で約5年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないこと 
や無料修理をお約束するものではありません。なお、長時間連続使用など、ご使用状態によっては早期 
にあるいは製品の保証期間内であっても、部品交換（有料）が必要となります。 

* LCD ユニットを最大輝度で常時使用した場合の寿命は、10000時間です。 

JIS C 61000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 に適合しております。 


PC リサイクルマークについて 


リサイクル 


PC リサイクルマーク付きの当社製品は、当社が無償で回収、再資源化いたします。 
詳細は下記ホームページをご参照ください。 

http://www.epson.jp/ecology/ 



著作権保護法 

あなたがビデオなどで録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に 
無断で使用することはできません。 

テレビ. ラジオ.インターネット放送や市販の CD . DVD . ビデオなどで取得できる映像や音声は、著 
作物として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場合に限り、これらに含まれる映像や音声 
を録画または録音することができますが、他人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物 
をインターネットのホームページなどに掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、私的範囲を越 
えて配布•配信する場合は、事前に著作権者（放送事業者や実演家などの隣接権者を含む）の許諾を得 
る必要があります。著作権者に無断でこれらの行為を行うと著作権法に違反します。 

また、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
いる場合がありますのでご注意ください。 

ご注意 

1 . 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様について、将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一誤り.お気付きの点がございましたら、ご連 
絡くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標について 

Intel、 インテル、 Intel ロゴ、 Celeron、Intel Core、Core Inside、Intel SpeedStep は、アメリカ合衆国およ 
びその他の国におけるインテルコーポレーションまたはその子会社の商標または登録商標です。 

PS/2 は International Business Machines の登録商標です。 

そのほかの社名、製品名は一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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